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旧姓等の併記が可能になり、性別欄は削除されます

労働安全衛生法の免許様式が変わります

①

②

印

氏名欄の括弧書きは旧姓を使用した氏名又は通称

①

（裏面）

（表面）

● これにより、労働安全衛⽣法の免許様式が変更されます。

● 令和３年４⽉１⽇に「労働安全衛⽣規則」が改正されます。

①氏名欄に旧姓を使用した氏名又は通称を併記できるようになり
ます。

旧姓︓住⺠基本台帳法施⾏令（昭和42年政令第292号。以下「住基法施⾏令」と
いう。）第30条の13に規定する旧⽒を指し、⼾籍謄本のほか、住⺠票の写
し等公的機関の証明書により確認できる場合に併記できます。

通称︓住基法施⾏令第30条の16第１項に規定する通称を指し、住⺠票の写し等公
的機関の証明書により確認できる場合に併記できます。

②性別欄は削除されます。



※ 改正前の様式の免許申請書も、引き続き、使用できますが、
旧姓を使用した氏名等の併記の希望を記入する欄がありません。

※ 旧姓を使用した氏名等の併記を希望される場合は、
改正後の免許申請書を使用してください。

旧姓を使用した氏名等の併記を希望する場合の
申請書の書き方

● 旧姓を使用した氏名又は通称の併記を希望する場合は、申請書の

⑦－１の欄に「２」を記入して、⑦－２の欄に併記を希望する
氏名等を記入してください。

(1) ⼾籍上の⽒名を記⼊してください。
※外国⼈の場合は在留カード等に記載された⽒名

(2)「２」を記入してください。
※旧姓を使用した氏名等の併記を希望しない場合は
「０」を記入してください。

(3) 併記を希望する氏名等を記入してください。

※ 旧姓を使⽤した⽒名等は、免許証の⼾籍上の⽒名に続けて、括弧内に表⽰されます。
また、免許証裏⾯の備考欄にその旨が記載されます。

(4) 併記を希望する氏名等が確認できる書類を添付してください。
※旧姓を使⽤した⽒名︓⼾籍謄本、住⺠票の写し（市区町村が発⾏した原本でマイナンバーの

記載のないもの（以下同じ））等公的機関の証明書で、旧姓が確認できるもの
通称︓住⺠票の写し等公的機関の証明書で、通称が確認できるもの



※ 改正前の様式の免許申請書（性別欄がある申請書）も、引き続き

使用できます。その場合は、性別の記⼊は不要です。

記⼊の有無によらず性別の読み取りは⾏いませんので、空欄のままご提出ください。

免許申請書の改正部分（性別欄の削除関係）

● 免許証から性別欄が削除されます。

● 免許申請書からも、性別欄が削除されます。

新しい様式では性別欄が削除されます（２か所）

詳しくは厚⽣労働省ホームページ（右のＱＲコード）⼜は

「免許試験合格者等のための免許申請書等手続きの手引き」

を御覧下さい。

既に労働安全衛⽣法の免許証の発⾏を受けている⽅も、申請により、
旧姓を用いた氏名等を併記し、又は、性別の表記を削除することが
できます。（1,500円分の収入印紙等が必要です）



（公財）安全衛生技術試験協会は、労働安全衛生
法に基づく免許試験を国に代わって⾏っている試験
機関です。
受験に関するお問い合わせ、お申し込みは協会本

部又は各安全衛生技術センターまで。

労働安全衛生法では、危険・有害な業務などについては、
免許や技能講習など必要な資格を有する者でなければ、
その業務に就くことが禁止されています（労働安全衛生法

第61条（就業制限）など）。

労働安全衛生法の免許

免許試験の受験申込は
（公財）安全衛生技術試験協会 各安全衛生技術センターへ

クレーン・デリック運転士
ボイラー技士

潜水士 発破技士

▲（公財）安全衛生技術試験協会
のホームページ

クレーン・デリック運転士免許
移動式クレーン運転士免許
揚貨装置運転士免許
高圧室内作業主任者免許
発破技士免許
ガス溶接作業主任者免許
ボイラー整備士免許
衛⽣⼯学衛⽣管理者免許
第⼀種衛⽣管理者免許
第⼆種衛⽣管理者免許

林業架線作業主任者免許
エックス線作業主任者免許
ガンマ線透過写真撮影作業主任者免許
潜水士免許
特定第⼀種圧⼒容器取扱作業主任者免許
特級ボイラー技士免許
一級ボイラー技士免許
二級ボイラー技士免許
特別ボイラー溶接士免許
普通ボイラー溶接士免許

つり上げ荷重５トン以上のクレーンの運転などは免許が
必要です。これらの業務に従事する際には、必要な免許
を取得してください。


